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Ⅰ　はじめに

新型コロナウイルスの感染拡大防止には一人ひとりの意識・行動変容が不可欠である。そのた

め、国や自治体等が中心となってこれまで一般市民に向けた様々な啓発活動やリスクコミュニケー

ションが行われてきた。木村・名取（2020）2はそれらの中でもとくに色彩を媒体として活用した

情報伝達（カラーコミュニケーション）に着目し、その事例として、①ランドマーク等のカラーラ

イトアップを通じた感染拡大状況の可視化、②施設内のゾーニング（清潔度区域分け）等における

カラーコーディング、③医療従事者への「感謝の青」キャンペーンを取り上げて解説している。こ

のうち②施設内のゾーニング等におけるカラーコーディングは、医療機関や避難所等の施設内の感

染管理に用いられるゾーニングにおいて色を分類コードとして用いる事例を指す。後述のように、

この施設内ゾーニングにおけるカラーコーディングでは、赤・黄・緑の 3 色を用いた 3 段階の危

険度表示が用いられる場合が多い。しかし、木村・名取（2020）2が指摘するように、赤・黄・緑

は色覚特性によっては区別が困難となりやすい色相（色み）でもある。そこで、より多くの色覚型

の人に不便を感じさせないような色づかいである「カラーユニバーサルデザイン」（Color Univer-

sal Design, CUD）3への配慮が不可欠である。

CUDに関しては、『高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律』（バリアフリー新

法 ; 2006年12月20日施行）をはじめとする法制度の整備 4、およびNPO法人カラーユニバーサル

デザイン機構（CUDO）5 等による啓発活動により、現在では多くの自治体において『カラーユニ

バーサルデザインガイドライン』が作成されるなど 6、公共の場における平時のカラーコミュニ

ケーションに関してはCUDが進んでいるといえる。一方で、施設内ゾーニングのような緊急時の

カラーコミュニケーションにおいては、マニュアル内にCUDに関する説明や配慮が記載されてい

ない場合も多く、いまだ途上の段階といえる。そのため、緊急時の対応に関わる危機管理学の領域

においてもCUDに対する関心と知識を啓発する必要があると考えた。

感染症対策において用いられるカラーコミュニケーション

―カラーユニバーサルデザインの観点からの考察―1
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そこで本論文では、新型コロナウイルス感染症対策のためのカラーコミュニケーションにおける

赤・黄・緑の3色を用いた危険度表示に関する事例を紹介するとともに、そのCUD対応上の課題

について考察することを目的とする。

Ⅱ　赤・黄・緑の3色を用いた危険度表示

1　赤・黄・緑の 3 色を用いた危険度表示の事例

新型コロナウイルス感染拡大防止のためのカラーコミュニケーションにおいて、赤・黄・緑の 3

色を用いて感染拡大状況や感染リスク等の危険度を表示する取組みは多数行われてきた。まず、医

療機関等において施設内の感染管理のために実施されるゾーニングにおけるカラーコーディングが

挙げられる。これは、有症状者居住エリアなど感染リスクの高い非清潔区域を「レッドゾーン」、

清潔区域を「グリーンゾーン」、レッドゾーンとグリーンゾーンの境界部で防護服脱着や物資の受

け渡し等を行う準清潔区域を「イエローゾーン」と呼ぶものである 7。この分類は医療機関のほか

に、軽症者等宿泊療養施設 8 や新型コロナ対策を踏まえた避難所のゾーニングにおいても多く採用

されている 9。なお、感染症対策におけるゾーニングは必ずしもこの 3 色に限定されるものではな

く、イエローゾーンがグレーゾーンと呼ばれる場合や、色による領域分けが行われていない場合、

また汚染管理物ゾーンを赤、空気感染予防ゾーンを黄、飛沫感染予防策ゾーンを青など、より細か

なカラーコーディングがなされている事例もある 10,11。とはいえ、現状では赤・黄・緑の3色を用

いた区分がなされる事例が多い。とくに、2020年の新型コロナウイルス国内感染拡大以降、各自

治体において避難所運営における感染症対策が急務となり、その具体的な対策の 1 つとして赤・

黄・緑の 3 色ゾーニングを採用している事例は多い。たとえば神奈川県海老名市「新型コロナウ

イルス感染症を踏まえた避難所開設・運営ガイドライン」では、避難所開設準備のセクションにお

いてレッド、イエロー、グリーンゾーンによるゾーニングが詳述されており、各ゾーンの境界線は

養生テープや衝立、イスなどを置き分かりやすく表示するよう求めている（図表1）12。愛知県尾

張旭市「避難所における感染症（新型コロナウイルス感染症等）対策ガイドライン」においても、

区分 概要
立ち入りの可否

担当班員 健常者 要配慮者 有症状者

グリーン

ゾーン

健常者及び要配慮者が居住するエリア（清潔区域）
〇 〇 〇 ×

イエロー

ゾーン

グリーンゾーンとレッドゾーンの境界で、感染予

防着の脱着や物資の受渡しなどをするエリア（準清

潔区域）

〇 × × ×

レッド

ゾーン

有症状者が居住するエリア（非清潔区域）
〇 × × 〇

図表1　避難所におけるゾーニングの区分例 12



70

図表2　ランドマークのライトアップを用いた感染拡大状況の可視化事例

通天閣の「緑信号」

（HIROSHI H/Shutterstock.com）

レインボーブリッジの「東京アラート」（赤）

（motive56/ Shutterstock.com）

図表3　 大阪府新型コロナウイルス感染症関連特設サイトにおける「大阪府新型コロナ警戒信号」

画像（中央左）20

（2021年 11月 11日 , トップページ画面）

※ 大阪府府民文化部府政情報室広報広聴課広報グループの許可を得て画像転載
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赤、黄、緑の 3 色を用いたゾーニングが明示されており、「色テープなどを床に貼るなど、ゾーン

の区別が目で見て分かるように表示」するよう指示されている 13。他にも、愛媛県松山市 14、愛知

県名古屋市 15・瀬戸市 16、石川県鳳珠郡能登町 17など多くの自治体が同様のゾーン区分に基づく避

難所運営ガイドラインを公表している 18。

ゾーニング以外の事例として、前述の木村・名取（2020）2の分類における①ランドマーク等の

カラーライトアップを通じた感染拡大状況の可視化においても、赤・黄・緑の 3 色を用いた危険

度表示が用いられる事例が多かった。たとえば、大阪府は感染拡大・収束状況を判断するための府

独自の指標・基準となる「大阪モデル」を作成し、その中で警戒レベルを道路交通信号灯になぞら

えて赤・黄・緑の3色で表す取組みを行ってきた 19。感染拡大状況のモニタリング指標の評価が非

常事態の場合は「赤信号」、警戒（注意喚起）の場合は「黄信号」、警戒解除の場合は「緑信号」と

定義し、それらの色で太陽の塔や通天閣をライトアップすることで府内の感染状況を伝達している

（図表2）。また、ライトアップのほかに「大阪府新型コロナウイルス感染症関連特設サイト」の

トップページに「大阪府新型コロナ警戒信号」と題した交通誘導信号灯のイラストを掲載し、その

信号灯の色でも警戒レベルがわかるようになっている（図表3；そのCUD上の工夫については後

述）20。神奈川県も「神奈川ビジョン」の中で感染拡大状況を赤（特定警戒）、黄（感染拡大注

意）、緑（感染観察）の 3 段階に設定し、足柄上郡松田町の松田山ハーブ館などでライトアップを

行ってきた 21。静岡県浜松市も「浜松警戒ライトアップ」の中で浜松城のライトアップを行ってお

り、実際に使用された黄のほか、感染拡大状況に応じて緑と赤への変更を想定していたとされる 22。

もちろん、感染拡大状況の可視化のためのライトアップは必ずしも赤・黄・緑の 3 色のみとは限

らない。たとえば東京都では、緊急事態措置などの緩和・再要請を検討するための 7 項目のモニ

図表4　ソーシャルバンド 25 
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タリング指標を定め、その状況をレインボーブリッジと都庁のライトアップにより示した。その色

は平常時は「虹の 7 色」、東京アラート発動時は「赤」であった（図表2）23。また愛知県では、県

内の感染拡大状況を県民・事業者に周知するために刈谷ハイウェイオアシス観覧車のライトアップ

を行っているが、その色段階は「イエロー」（警戒領域）、「オレンジ」（厳重警戒）、「レッド」（緊

急事態宣言）である 24。このように自治体により警戒段階や各段階と色の対応関係には多少の差異

もあるが、赤・黄・緑の 3 色を用いた危険度表示が採用された事例は比較的多い。

その他の事例として、フロリダ州の「ソーシャルバンド合同会社」（Social Band LLC）が開発

した「ソーシャルバンド」（social band）は、Withコロナ時代の社会的距離と個人的な接触に関

する個人の意向を言葉を介さず視覚的に伝達するためのツールである。シリコン製のリストバンド

で、赤、黄、緑の3種類があり、赤は「社会的距離を保つ」（social distancing;　no contact; six 

feet please）、黄は「まだ慎重に」（still cautious; elbows only）、緑は「握手とハイタッチ」

（shakes & high fives）を意味する（図表4）25。このバンドは大規模イベントのほか、スーパー

マーケット等でも客と従業員の意思表示用に採用されている 26。

以上のように、新型コロナウイルス感染拡大防止のためのカラーコミュニケーションにおいて、

赤・黄・緑の 3 色を用いた危険度表示は、すべてではないものの比較的多くの事例で採用されて

いるといえる。

2　危険度表示に赤・黄・緑の 3 色が用いられやすい背景

本節では、新型コロナウイルス感染拡大のような緊急時の危険度表示に赤・黄・緑の 3 色が用

いられやすい背景について、主として道路交通信号灯、安全色、トリアージの側面から解説する。

（1）道路交通信号灯

赤、黄、緑の3色を用いた危険度段階表示が多くの人に馴染みがあるのは、この表示が道路交通

信号灯で用いられているからであろう。なお、国内では緑信号を「青信号」と呼ぶが、色度として

は青緑に相当する 27, 28。国際照明学会（Commission Internationale de l’Eclairage, CIE）が1955

年に勧告した信号灯の基準として、三色方式では「赤、緑および中間の色を用いる」とあり、中間

の色としては「白 /黄が原則であるが、黄あるいは白とすることもある」とされる 29。信号灯は色

光であり、その色の要件として「できるだけ遠方から確実に識別できること」が挙げられる。その

ためまず光（可視光線）の中でも長波長光で遠方からでも視認しやすく、かつ背景と区別されるよ

う飽和度の高い光を発することのできる赤色光が選定され、次いで赤と色差の大きい緑（青緑）が

選定されている。そして黄色は赤と緑の中間の色であり、遠方からの視認性や色光の純度の高さ等

から選定されている 30。

（2）安全色

安全に関する注意警告や情報等を視覚的に伝達する安全標識・信号灯に用いられる色は「安全

色」（safety color）と呼ばれ、日本工業規格（JIS）で規定されている。具体的には、JIS Z 
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9101:2018「図記号―安全色及び安全標識―安全標識及び安全マーキングのデザイン通則」31およ

びJIS Z 9103:2018「図記号―安全色及び安全標識―安全色の色度座標の範囲及び測定方法」32が

ある。JIS Z 9103:2018内の「附属書JB（参考）安全色及び対比色の意味、並びに使用箇所及び

使用例」によると、各色の意味は図表5のようになっている。この中で、赤は「危険」を、黄は

「注意」を、緑は「安全状態」を表し、その大枠の意味は物体色・色光に関わらず共通している。

JISにおける安全色の制定は1953年に遡る。その際、色と意味の対応については、色の連想・

象徴性や興奮・鎮静作用といった心理効果の側面、見えやすさといった知覚的側面、従来の色の用

いられ方の慣習などが考慮された 33。その後の実証研究においても、色から連想される潜在的危険

度の評価において赤＞黄＞緑の序列は頑健に確認されている（落合・齋藤 , 2005）34。なお、JIS

は国内の規格であるが、安全色については国際標準化機構（ISO）においても定められている。現

状ではJISと ISOは完全には一致しておらず、ISO 3864-1: 2011「図記号 : 安全色と安全標識 第1

部安全標識及び安全表示の設計原則」によると、赤は「禁止」（prohibition）、青は「指示」

（mandatory action）、黄は「警告」（warning）、緑は「安全状態等」（safe condition/means of es-

cape/safety equipment）の意味づけがなされている 35。

安全色を踏襲した緊急時の危険度表示の例として、「被災建築物応急危険度判定」が挙げられ

る。これは地震で被害を受けた建築物がその後の余震等で倒壊する危険性や、外壁・窓ガラスの落

下、付属設備の転倒などの危険度がどの程度であるかを判定する制度である 36。その危険度の総合

評価は、「赤（危険）」、「黄（要注意）」、「緑（調査済）」の3段階で判定される（図表6）。判定結果

をカラーステッカーで建物の出入口等に表示することで、被災建築物の危険性を住民や歩行者等に

わかりやすく伝達し、人命に関わる二次被害を予防する。この危険度と色の対応関係にも安全色が

応用されているものと考えられる。

なお、色を用いた緊急時の危険度表示において、赤・黄・緑の 3 段階を採用していない事例も

ある。たとえば避難行動のように対象者に応じてよりきめ細かな段階設定が必要な場合や、「緑」

図表5　安全色の意味 32

色名
意味

色材A1） 色材B2）

赤 防火、禁止、停止、危険 防火、停止、危険、緊急

黄赤 注意警告、明示 ―

黄 注意警告、明示 注意

緑 安全状態、進行 安全状態、進行、完了・稼働中

青 指示、誘導 安全状態、進行、完了・稼働中

赤紫 放射能、極度の危険 ―
1）色材A: 一般材料、蛍光材料、再帰性反射材及び蓄光材料
2）色材B: 内照式安全標識及び信号灯

　※ JIS Z 9103:2018表 JB.1「安全色及び対比色の意味、使用箇所及び使用例」をもとに筆者作成
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（安全状態）の明示を避ける必要がある場合などが該当する。たとえば内閣府「避難情報に関する

ガイドライン」37における 5 段階の警戒レベル表示では、安全色のうち「極度の危険」を表す赤紫

を赤よりも高度の危険を表す色として用いるとともに、緑は用いられていない（図表7）。また、

文部科学省地震調査研究推進本部においては、地震等のリスクの度合いに応じて赤紫～薄灰色の 9

段階の配色を用いた評価が行われている 38。

（3）トリアージ

新型コロナウイルス感染拡大以前から、災害時の救命救急においては医療従事者や医療機材、医

薬品等の限られた医療資源を効果的に活用して多数の傷病者の救命にあたるうえで、受付順ではな

く患者の救命可能性に応じて医療処置の優先順位を決める「トリアージ」（triage）が行われてき

た。この優先順位分類の識別にも赤、黄、緑を含む 4 色が用いられており、優先度が高い順に

「最優先治療群」（重傷群）＝赤、待機的治療群（中等症群）＝黄、保留群（軽傷群）＝緑、死亡群

図表6　被災建築物応急危険度の判定ステッカーのサンプル 39

図表7　警戒レベルの一覧表
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図表 6  被災建築物応急危険度の判定ステッカーのサンプル 39 
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図表 7  警戒レベルの一覧表 
 
警戒 
レベル 

配色 状況 住民がとるべき行動 行動を促す情報 

5 黒地に白文字 災害発生又は 
切迫 

命の危険 直ちに安全確保！ 緊急安全確保 
 

4 赤紫地に白文字 災害のおそれ 
高い 

危険な場所から全員避難 避難指示 
 

3 赤地に白文字 災害のおそれ 
あり 

危険な場所から高齢者等は 
避難 

高齢者等避難 

2 黄地に黒文字 気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水・高潮 
注意報(気象庁) 

1 白地に黒文字 今後気象状況 
悪化のおそれ 

災害への心構えを高める 早期注意情報 
(気象庁) 

内閣府「避難情報に関するガイドライン」40をもとに筆者作成 
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5 黒地に白文字 災害発生又は切迫 命の危険 直ちに安全確保！ 緊急安全確保

4 赤紫地に白文字 災害のおそれ高い 危険な場所から全員避難 避難指示

3 赤地に白文字 災害のおそれあり 危険な場所から高齢者等は避難 高齢者等避難

2 黄地に黒文字 気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水・高潮

注意報（気象庁）

1 白地に黒文字 今後気象状況悪化の

おそれ

災害への心構えを高める 早期注意情報

（気象庁）

内閣府「避難情報に関するガイドライン」40 をもとに筆者作成
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＝黒となっている（図表8）41。そのため、医療の領域では赤・黄・緑を用いたリスク表示やその

カラーコーディングに基づく区域分けが従来から行われているといえる。

以上のように、赤・黄・緑の3色を用いた危険度表示は安全標識や信号灯に関する規格として確

立しており、公共のカラーコミュニケーションにおいて慣習化されている。また、トリアージでも

同様の色分類が用いられていることから、感染症対策におけるカラーコミュニケーションにおいて

も多くの人が直感的に理解しやすいカラーコーディングであるといえる。

Ⅲ　色覚特性とCUDの基礎

1　色覚特性と色の見えの多様性

色覚特性のメカニズムについて説明する上で、目の網膜にある「錐体」（cone）と「桿体」

（rod）という視細胞のうち、色を感じるはたらきをもつ錐体について簡潔に述べる。光（可視光

線 ; 電磁波のうち約380～780nmの範囲）が網膜に到達すると錐体がそれを感受し、その神経信号

が細胞層や視神経を経由して脳で処理され、特定の色が知覚される。錐体には、可視光線のうち長

波長域（約600～780nm; 赤に相当）を主に感じるL錐体、中波長域（約500～600nm; 緑に相当）

を主に感じるM錐体、短波長域（約380～500nm; 青に相当）を主に感じるS錐体の 3 種類があ

る。各錐体のはたらきかたの遺伝的な差異により、ヒトの色覚は図表9のように分類される。P型

（Protanopia、1型）は、L錐体がない、あるいは感度が一般色覚者（C型）と異なるタイプであ

る。D型（Deuteranopia、2型）は、M錐体がない、あるいは感度がC型と異なるタイプである。

この 2 つの色覚特性はC型と比較して主に赤から緑にかけての波長域における色相の差を感じに

くい（図表10）43。T型（Tritanopia、3型）はS錐体がなく、主に黄から青にかけての波長域に

おける色相の差を感じにくいとされる。またA型（Achromatopsia、1色型）は 3 種類の錐体のう

ちいずれか 1 種類のみ機能し、明暗のみを識別できると考えられる色覚である。P型、D型、T

型、A型の色覚はCUDに関する配慮が充分でない社会環境においては情報弱者となり得るという

図表8　トリアージの実施基準 42

優先順位 分類 識別色 傷病状態および病態

第 1 順位 最優先治療群

（重傷群）

赤（I） 生命を救うため、ただちに処置を必要とするもの。窒息、

多量の出血、ショックの危険のあるもの

第 2 順位 待機的治療群

（中等症群）

黄（Ⅱ） ア . 多少治療の時間が遅れても、生命には危険がないもの。

イ . 基本的には、バイタルサインが安定しているもの。

第 3 順位 保留群

（軽傷群）

緑（Ⅲ） 上記以外の軽易な傷病で、ほとんど専門医の治療を必要と

しないものなど。

第 4 順位 無呼吸群 黒（O） 気道を確保しても呼吸がないもの

死亡群 既に死亡しているもの。又は明らかに即死状態であり、

心肺蘇生を施しても蘇生の可能性のないもの
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意味で「色弱者」と総称される場合があり 44、本論文でも以降ではその定義と呼称を踏襲する。色

弱者の割合は日本人では男性の約5%、女性では約0.2%とされている 45。

2　CUD

CUDとは、色を用いた情報伝達に関するユニバーサルデザイン（universal design, UD）を指

す。UDは建築家メイス（Mace, R.）が提唱した概念であり、製品や環境のデザインをすべての人

が使いこなせるようなものにすることを目指すものである 48。そこでCUDは、色を用いた情報伝

達を行う際に、色覚特性や加齢・病気等に伴う色覚変化などを考慮し、どのような色覚の人にとっ

眼科用語分類 CUDOによる分類
錐体

杆体
L M S

3色覚・正常色覚 一般色覚者 C型（Common type） 〇 〇 〇 〇

1型色覚 1型 2色覚 色弱者 P型（Protanopia） 強度 × 〇 〇 〇

1型 3色覚 弱度 △ 〇 〇 〇

2型色覚 2型 2色覚 D型（Deuteranopia） 強度 〇 × 〇 〇

2型 3色覚 弱度 〇 △ 〇 〇

3型色覚 3型 2色覚 T型（Tritanopia） 〇 〇 × 〇

3型 3色覚 〇

1色型色覚 × × × 〇

A型（Achromatopsia） いずれか 1つ 〇

図表10　 色覚シミュレーションアプリ『色のシミュレータ』を用いたLEDランプ（緑・赤）

の色覚シミュレーション画像の例 47

画像左上 : C型、右上 : P型、左下 : D型、右下 : T型色覚のシミュレーション画像。照度 : 約 880lx。

2 
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ても必要な情報が伝達されやすいような色づかいを行うことといえる 49。国内社会における色覚の

多様性に関する議論は、もともとは学校での集団色覚検査におけるプライバシーの問題や、入学・

採用に際しての色覚による制限など、色覚に基づく差別に対する問題提起が中心であった 50。その

後、色覚メカニズム研究や画像シミュレーション技術の進展に伴い、色弱者の色の見えに関するシ

ミュレーション画像 51やシミュレ―ションツール 52を用いて、色覚の多様性に関する啓発が行われ

るようになった。このような活動の初期は「色覚バリアフリー」と称されていたが 51、2004年に

CUDOが設立されて以降、CUDの概念・名称で普及が進んでいる 53。法制度面では前述の『バリ

アフリー新法』（2006年）4、行政の取組みとして、国土交通省『公共交通機関の旅客施設に関す

る移動等円滑化整備ガイドライン』（2007年）54や『色覚障害者の移動等円滑化に関する調査研

究』（2013年）55をはじめとして、各自治体での公文書・印刷物・案内サイン・ホームページ作成

等におけるCUDガイドライン整備など、公共の場におけるカラーコミュニケーションにおいて

CUD対応が進んでいる。

CUD実現のための 3 つのポイントとして、①「できるだけ多くの人に見分けやすい配色を選

ぶ」、②「色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする」、③「色の名前を用いたコミュニケー

ションを可能にする」がある 56。①は、配色において黄みと青みの差をつけたり、明度（明るさ）

差のある配色にすることなどが例として挙げられる。②は、文字や線を太くする、縁取りや境界線

をつける、色だけでなくハッチング処理を加えるなど、色以外の視覚要素からも情報を識別できる

ようにする（図の冗長性を高める）工夫が例として挙げられる。③は色に加えて色名も付記するこ

とで、その色が何色として表示されているかを明確にする工夫などが挙げられる。これらのポイン

トの例を図表11に示すが、詳細は本論文でも引用している様々なCUD関連の入門書やガイドブッ

ク等を参照されたい。

なお、カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット制作委員会『カラーユニバーサルデザイン推

奨配色セットガイドブック第 2 版』（2018）においては、CUDのポイントとして「色の段階表示

は色相に注意！」という項目があり、その中で「色を段階的に並べる場合、明度を揃えて色相だけ

を変えがちですが、色覚によっては異なる段階が同じ色に感じられ、誤解を生じることがありま

す。見分けにくい色相を避け、明度差を確保しましょう」と説明されている 57。

3　赤・黄・緑の3色を用いた危険度表示とCUD

Ⅱ章2節で述べたように、感染症対策において赤・黄・緑の 3 色を用いた危険度表示が採用され

やすい背景として、道路交通信号灯、安全色、トリアージにおけるカラーコーディングが挙げられ

る。本節ではこれらの領域におけるCUDの現状について解説する。

道路交通信号灯については、前述の通り緑信号は国内では「青信号」と呼ばれており、色度とし

ては青緑に相当する。それにより赤や黄と混同リスクが低減されている。赤も黄赤寄りの色相と

なっている。また、赤と黄の識別に明度手がかりを利用できるように、赤を相対的に低輝度として
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いる 58。すなわち、前述のCUDのためのポイントで紹介した「配色において黄みと青みの差をつ

ける」や「明度差を確保する」に対応した工夫がなされている。さらに、信号灯は赤・黄・緑の配

列が一定であり、その位置関係も手がかりとなる 59。ただし、とくに夜間などは色弱者にとって赤

と黄の信号灯の区別が困難になりやすいことから、赤信号灯内に色弱者のみが視認できる「×」印

を配置したUD信号灯も提案されている 60。

安全色に関しては、2018年にJIS Z 9103：2018が改正され、一般材料の赤、黄赤、黄、緑、

①できるだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

　●赤を黄みよりに、緑を青みよりに変更 ●配色に明度差をつける
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青、紫についてCUDに配慮された色に変更されている 61。また、赤・黄・緑の 3 段階危険度表示

ではないが、5 段階の「警戒レベル」についても近年CUDに配慮した配色の推奨値（RGB、

CMYK）が定められている 62。

トリアージは、現在CUD化の必要性が大きく求められている分野である。従来、消防吏員の採

用試験項目に色覚検査が含まれている場合があり、その是非について議論が続いてきた。その背景

や現在の対応については消防庁『消防吏員の色覚検査の基本的な考え方について（通知）』63等に

述べられているが、従来色覚検査が行われていたことの根拠として「消防業務において色が重要な

判断要素となる場合がある」ことが挙げられていた。その具体例の 1 つとして「トリアージタグ

の色の識別」がある。トリアージタグとは、個別の傷病者の優先順位を示すためのタグであり、タ

グについている 4 色のカラーマーカのうち必要な色のみを残すことでその傷病者の優先度を即座

に把握できるようになっている（図表12）。色覚特性によっては、とくに暗所において赤と緑や赤

と黒のタグの区別が難しい可能性が指摘されている 64, 65。トリアージタグは国際的な取り決めがあ

図表12　室内明所と暗所における災害用トリアージタグの色覚シミュレーション例 47

明所（室内照度 : 昼白色LED蛍光灯 約 940lx）

暗所（室内照度 : 約 3lx）
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るため独自のデザイン的変更が困難であるものの、たとえば赤と黒ゾーンの間に白線を加えること

（前述のCUDポイント②に相当）や、タグ中央に印刷されているカテゴリー文字（I、IIなど）を

より大きく見やすい色に変更すること（CUDポイント③に相当）などが提案されている 65。

Ⅳ　緊急時のカラーコミュニケーションにおけるCUD上の課題

Ⅲ章にて概観した通り、赤・黄・緑の 3 色を用いた危険度表示に関して、交通誘導信号灯や安

全標識等においてはCUDを考慮した規格や製品が普及している。また、各自治体においても文書

や案内表示におけるCUDガイドラインの整備が進んでいる。一方で、ゾーニングなど緊急時の感

染症対策におけるカラーコミュニケーションにおけるCUDについては、具体的な考慮がマニュア

ルに記載されていないなど、途上の段階といえる。

たとえば、各自治体が作成した感染症対策を考慮した避難所運営ガイドラインにおいては、ゾー

ニングを行った際に各ゾーンの境界をカラーテープ等によって示すことが推奨されている。一方

で、市販のカラーテープは必ずしも色による区域分けの用途に限るものではないことから、カラー

バリエーション内でCUDへの対応がなされていない場合もある。このことを簡易的に確認するた

めに、市販のカラーテープのうち赤・黄・緑の 3 色がカラーバリエーションに含まれる製品を 2

種取上げ、館内廊下にテープを貼った様子を撮影した。その色覚シミュレーション画像を図表13

に示す。施設内の照度による部分もあるが、カラーテープのみでは区域分け情報（この事例ではP

型・D型色覚における赤と緑の色相差）が正確に伝達されにくい可能性がある。前述の海老名市の

ように、ガイドラインによってはカラーテープのみならず衝立や椅子なども活用してゾーン境界の

区別をわかりやすくするよう指示している場合もある 9。その理由としてCUDの観点からカラー

テープを貼るのみでは不十分であること、そのためゾーン名や色名を記載するなど色以外の情報か

らもゾーンを即座に識別できる工夫が必要であることを明記することが望ましい。そして、前述の

CUD実現のためのポイント①～③を踏まえて、現場の実情に即した方法でCUD対応を行う必要

がある。もちろん避難所等において、ゾーニングは視覚的情報のみで区域分けするのではなく、階

や部屋を分けるなどのハード面でも区域が明瞭になるように区別される場合も多いものと考えられ

る。一方で、感染リスク管理に関わるカラーコミュニケーションにおいてCUDが実現されている

ことは、避難所においても多様性や情報弱者に対する配慮を欠かさないといった運営姿勢を示すこ

とにもつながり、利用者の不安軽減に寄与する可能性もある。

そのほか、新型コロナウイルス感染拡大防止における赤・黄・緑の 3 色を用いた危険度表示に

関するCUDの事例として、大阪府新型コロナ警戒信号が挙げられる。「大阪府新型コロナウイル

ス感染症関連特設サイト」では、色による表示だけでなく信号機のイラストや色名も添えて感染拡

大状況を表示している（図表3）。前述のように信号機の配列は色弱者にとって表示色を把握する

手がかりとなる（CUDポイント②）。また、「大阪府新型コロナ警戒信号：緑色」といった色名も
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添えられており（CUDポイント③）、文字色と背景色のコントラスト比に関する配慮もなされてい

ることから（CUDポイント①）、サイト利用者の色覚や観察条件によらず情報が伝達されやすいデ

ザインといえよう。

Ⅴ　おわりに

本論文では、新型コロナウイルス感染拡大防止のためのカラーコミュニケーションについて、

CUDの観点から事例紹介と今後の課題を論じた。危険度の段階表示と色の対応は統一されていな

いものの、赤・黄・緑の3色を用いた事例が比較的多く採用されていた。道路交通信号灯や安全色

などの観点からも一般に馴染みがあり、直感的にわかりやすい危険度区分であるといえる。道路交

通信号灯や安全色においてはCUDが進んでおり、色の調整をはじめとして受け手の色覚や観察条

図表13　 市販のクラフトテープ（緑・黄・赤）を施設内廊下に貼った様子の色覚シミュレーション 47
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件によらず必要な情報が伝達されるよう配慮と改善がなされている。一方で、新型コロナウイルス

感染拡大防止のためのカラーコミュニケーションにおいては赤・黄・緑の 3 色を用いることのみ

が先行し、CUD対応やその情報発信については途上な部分も残る。現在多くの自治体において

CUDマニュアル整備が進んでいることから、「平時」においてはCUDが浸透しているはずであ

る。それらの知識や配慮を「緊急時」にも結びつけるための気づきを促す啓発・教育に社会全体と

して取り組む必要があろう。

新型コロナウイルス感染拡大に際しての様々なリスクコミュニケーション事例を通じて、情報伝

達媒体としての「色」の価値や可能性については危機管理学においても今後教育・研究の両面で着

目すべきテーマと考える。本論文が色彩心理学の観点から危機管理を考察する契機の1つとなれば

幸いである。
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